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第 l 部は序論とし， 3 章で構成され，第 2 部は断面急変部のある開水路における分散現象をその内
容とし， 7 章からなり，第 3 部は整正断面開水路流れにおいて 2 次流を考慮して分散係数を論じたも
ので 7 章からなり，第 4 部は終部とし，結論ならびに将来の展望等について述べている。
第 1 部では本研究の行なわれた社会的背景ならびに従来の研究における問題点の概略を述べ，本研
究の位置づけと目的を明らかにするとともに，論文構成の紹介を行なっている。
第 2 部，第 1 章，第 2 章では，断面急変流に関する既往の研究の概要を述べ，実験諸元，方法を示
すとともに，実験で観測されるトレサ一物質の濃度ハイドログラフの再現性を検討したところを示し












第 3 部，第 1 章では開水路 2 次流について概説し，ここで扱う 2 次流についての既往の研究成果を
紹介している。第 2 章では，実験法，実験諸元，データ処理について述べ，第 3 章では， トレーサー
としての染料雲の Fingering現象について論述し，その発生と構造が断面内 2 次流モデルで適確に説
明しうるところを示している。第 4 章では，分散現象における 2 次流の水理特性との関連についてモ





































応用的研究のみならず 断面内 2 次流が大きく分散過程に寄与することをはじめて明らかにしその定
式化に成功している。その成果は水理学，水質工学に貢献するところ大である。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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